
6 7

DV（ドメスティック・バイオレンス）相談
大阪市配偶者暴力相談支援センター

クレオ大阪子育て館

　夫や恋人からの暴力、性犯罪、セクシュアルハラ

スメント、ストーカー行為など、女性に対する暴力は

女性の人権を著しく侵害するもので、決して許され

るものではありません。被害を受けて悩んでいる方

に、電話やメール、面談などさまざまな相談窓口が

あります。お気軽にご相談ください。

クレオ大阪では、女性に対する暴
力根絶のパープルリボンと児童
虐待防止のオレンジリボンにつ
いて知っていただくため、大きな
リボンを皆さんといっしょに制
作します。11月末まで実施しま
す。皆さま、ご協力をよろしくお
願いします。 

http://danjo.osaka.jp/odiz/event/keihatsu2020.html

12月16日、
令和3年2月17日（各水曜日）　
14:00～15:30

日　時

将来の不安、離婚、人間関係など、
女性の悩みを女性相談員がお聴きします。
・人間関係がうまくいかない。
・収入が減って、これからの生活が不安。

配偶者や恋人からの暴力に悩んでおられる方は、
まずご相談ください。
・DV から逃げたいが、経済的に不安。
・夫と別れたいが、子どもがいるので決心がつかない。
・どうしたら離婚できるか相談したい。

・コロナで失業した。これから先が不安。
・離婚してひとり暮らし。孤独でしんどい。
・妻とついつい言い争いになってしまう。

メールによるＤＶ相談

女性の悩み相談全般
女性総合相談センター

面接相談
（要予約）

06-6770-7730

12月16日
申込は
こちら

　2006年に「持続可能な社会に
向けて行動する人をふやす」をミッ
ションに掲げ起業。現在フェアト
レードのセレクトショップ「Love & 
sense」を百貨店などで展開。商品
を通じて世界の課題を伝えている。
国際NGOの理事などを歴任。

（株）福市代表取締役

高津　玉枝 さん

SDGs（Sustainable Development Goals）は国連の持続可能な開発目標です

はじめてのSDGｓ
あなたのお買い物は世界を
変える力を持っている

男性の悩み相談全般

06-6770-7700
火～土10:00～20:30　日・祝10:00～16:00

夫婦関係、職場での人間関係や生き方など、
男性の悩みを男性相談員がお聴きします。

会　　場 クレオ大阪子育て館

電話相談
（予約不要）

06-6354-1055
毎週金曜日19:00～21:00　第3日曜日11:00～17:00

面接相談
（要予約）

06-6770-7723
予約受付  火～土10:00～20:30  日・祝10:00～16:00

06-4305-0100 月～金9：30～17：00（土・日・祝・年末年始は休み）

＆

暴力により傷を抱えた
女性のためのグループワーク
～閉じ込めた気持ちを言葉にしてみよう～

会　場 クレオ大阪中央

定　員 各回 6名 ( 申込先着順 )

対　象 大阪市内在住または在勤、在学で、
DVや虐待などの暴力を受けた、または
過去に受けたかもしれないと思う女性

窓口 1

窓口 2

窓口 3

申込
問合せ先

クレオ大阪女性総合相談センター　
電話：
FAX：

06-6770-7730
06-6770-7705

https://www.city.osaka.lg.jp/shimin/page/0000502637.html

火～土10:00～20:30　日・祝10:00～16:00
会場：クレオ大阪各館（中央・子育て館・西・南・東）

電話相談
（予約不要）

女性への暴力を

許さない社会を

めざして

ひとりで

悩まない！

11月12日～25日は「女性に対する暴力をなくす運動」期間です。

令和２年度　大阪市男女共同参画普及啓発
事業でも「女性に対する暴力をなくす運動」
期間で啓発の取組を実施します。詳しくは
ホームページをご覧ください。

パープルリボン オレンジリボン

チョコレートを食べたことはありますか？ ほとんど
の方が食べたことがあると思います。でも、チョコレー
トの生産過程にまつわる様々なことを知っている人は
案外少ないかもしれませんね。「作る」と書くと原材料
と加工方法をイメージすると思いますが、今日のお話
しではもう少し大切なことが関係しているということ
をお伝えします。何かを作る時に、原材料以外に関係
してくるのは、それを作る「人(人権)」と「環境」です。

皆さんも毎日、何らかの買い物をしていると
思います。でも、デザイン、味や価格は検討し
ても、商品の背景まで吟味することは少ないの
ではないでしょうか。もし、皆さんが買い物の
時に、商品の背景を知りたいと声を上げたとし
たら、あるいは商品を購入する際の重要な選
択肢として「人権」や「環境」を取り入れたとし
たら、商品を作っている人たちはより多くのこ
とに配慮してくれ、結果として地球がよりよく
なっていきます。
SDGsの目標12「つくる責任　つかう責任」は

まさにそのことを伝えようとしています。SDGs
というと難しく考えてしまいがちですが、皆さん
の日々の生活の中で、買い物をする時に、もう

少し考えて選ぶことで、世界を変える
ことができるのです。
さぁ、今日からあなたも世
界を変える主人公として、
活躍してくださいね。

商品が手元に届く
までのいろんなこ

と

あなたも
世界を変える主人

公

原材料はパッケージの
裏面に記載されていま
すが、商品を作る過程で、例えば子どもが強制的に働
かされていたり、材料が余ったからと大量に廃棄され
たりなど、そんなことまで私たちが知るのは難しいこ
とです。でも、子どもたちが強制的に働かされて作ら
れたチョコレートをほしいと思わないですよね。

　例えば、右の写真のアクセサリー
は、天然の素材「象牙椰子（ぞうげや
し）」というものからできています。自
生している種子から作っていますが、生態系に無理のない素材を
使うために、自然落下した物のみを使っています。工房で働いてい
るのは内戦が長く続いたコロンビアの女性たちです。工房は衛生
的な環境で、それぞれの人が尊厳をもって仕事ができる仕組みに
なっています。さらに、アクセサリーを作った時に出る「削りカス」
は養豚のエサとして有効活用されているフェアトレード商品なので
す。フェアトレードというと、途上国での「貧困」の解決が目的とイ
メージされがちですが、今では多くの商品がこのように「人権」のみ
ならず「環境」への配慮もされています。

フェアトレード商品
に

まつわるストーリー

商品は工房でひとつずつ
手作りで作られている

材料集めはローカルの人たちの
仕事にもつながっている


